
広報かでな平成2年8月1日

集団検診等日程表　　親子ふれあい給食
～屋良小学校・7月21日～

’「「軒∴
箆＼

（平成2年8月15日－9月15日）

嘉手納町役場　保健術生課

℡6－1111（内）252

日 �曜 日 �内　　容 �時　間 �場　所 �拝　当　者 

釘16 �木 �擁　体　教　室 �午前 10：00 ～11：30 �欄　祉 センター �町　　　　民 

8／20 �月 �安産学級t3I �午後 1：誠 一4：00 �橿　祉 センター �妊　産　婦 

8／21 �火 �上区土田檎診 結果説明 �午前 9：30 ～3：30 �上区自治会 事務所 �上　区　区　民 

8／23 �木 �撫　体　教　書 �午前 10：（氾 ～11：30 �橿　祉 センター �町　　　　民 

／ 8／27 �月 �安産学緩㈲ �午後 l：30 －4：00 �橿　祉 センター �妊　産　婦 

8／29 �水 �3i兄書診 �午後 1●30 �橿　　祉 �昭和61年 昭和62年 
～2：30 �セ　ン　ター �12月、1月生 

8／卸 �木 �♯　体　教　室 �午前 10：00 ～11：30 �橿　祉 センター �町　　　　民 

9／6 �木 �母子推進Å 定　例　会 �午後 2：00 ～4：α） �打　殺　1 �母子保健推進員 

擁　体　教　室 �午前 10：00 ～11：30 �福　祉 センター �町　　　　民 

9／12 �水 �はしか予防接種 �午後 1：20 －1：50 �福　祉 センター �膚1歳～ 　3主夫ホ 
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編集と発行
莞　行　事手納lT役場
■　集　企画渉外課広報係

▼抽一02

井手納町字書手納588番地
廿0989516ト1111

（内線331）

印刷：株式会社城野印刷所

第237号

甘広報や、で令

7月1日現在の人口

世帯　数 �男　　子 �女　　子 �計 
東　　区 �735 �1．353 �1．285 �2．638 

上　　区 �420 �722 �758 �1，480 

中　　区 �392 �661 �654 �1．315 

北　　区 �638 �971 �1．083 �2，054 

両　　区 �557 �806 �866 �1．672 

西　　区 �585 �961 �1，026 �1．987 

西浜　区 �761 �1．499 �1．492 �2．991 

l† �4．088 �6．973 �7，164 �14，137 

●もう我慢できない．（′

米軍漬智へ怒りの町民大会
●「今、国際化の中で思うこと」
●国民年金だより

●第3回You・遊・比謝川

●県産品を愛用しよう／
●寄　稿
●民書舌・伝呪
●夏パテをのりきろう／

●お知らせ

標語：みんなで広げよう　ボランティアの摘

ヽ
　
　
給
食
時
間
の
鐘
が
鳴
っ
た
。
い
つ
も

六
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、
給

食
の
準
蘭
を
手
伝
う
給
食
風
景
。
今
日

は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
い
っ
し
ょ

の
給
食
だ
。
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
洋

風
ぞ
う
す
い
、
サ
ケ
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー

ス
か
け
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
オ
レ
ン
ジ

に
ミ
ル
ク
。
親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
は
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
親
子
が
同

じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
。
「
お
い
し
い
ね
」

と
会
話
を
か
わ
し
な
が
ら
、
児
童
も
父

母
も
楽
し
そ
う
。
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い

光
景
だ
。
こ
れ
は
、
屋
良
小
学
校
一
年

生
と
そ
の
父
母
の
親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
。

親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
は
初
め
て
の
試
み

だ
と
い
う
。
そ
の
日
は
、
金
城
明
助
役
、

池
原
正
夫
収
入
役
、
仲
宗
根
朝
信
教
育

長
も
参
列
し
た
。
給
食
後
は
、
学
校
、

父
母
、
行
政
側
が
今
後
の
教
育
、
給
食

の
間
穏
等
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

会
員
の
親
睦
を
深
め
た

第
八
回
嘉
手
納
町

商
工
会
運
動
会

六
月
二
十
四
日
、
毒
手
納
小
・
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
商
工
会
会
員
の
運
動
会

が
行
わ
れ
た
。
会
員
の
家
族
も
参
加
し

午
前
十
時
か
ら
開
会
式
、
準
備
体
操
の

後
、
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

競
技
は
、
競
走
、
リ
レ
ー
、
砂
袋
運

び
競
争
、
ケ
ツ
庄
測
、
二
人
三
脚
、
つ

な
ひ
き
、
玉
入
れ
兢
争
、
パ
ン
食
い
競

争
な
ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
会
員
の

親
睦
を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

▲
■
■
』
1

0
新
着
団
雷

・
ス
ポ
ー
ツ
大
事
典

・
竹
久
夢
二
全
集
5
8
着

・
事
例
地
方
自
治
1
2
着

・
日
本
の
名
随
筆
7
5
巻

，
現
代
の
民
話
戟
争
っ
て
を
あ
に
7
着

・
お
は
な
し
で
て
こ
い
2
着

・
ワ
ル
の
ぼ
け
っ
と
（
灰
谷
健
次
郎
）

●
ふ
と
っ
た
き
み
と
や
せ
た
ぼ
く

（
長
崎
源
之
助
）

●
モ
チ
モ
チ
の
木
も
の
が
た
り

・
花
咲
き
山
も
の
が
た
り

（
斉
藤
隆
介
）

・
先
生
の
お
と
お
り
だ
い（

中
野
み
ち
子
）

※
現
代
の
民
話
戦
争
っ
て
な
あ
に
シ
リ

ー
ズ
の
特
長

「
人
間
が
人
間
で
な
く
な
る
こ
と
」

今
な
お
影
を
お
お
う
戦
争
の
傷
あ
と

を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
ー

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
む
な
し
さ
、

悲
惨
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
諮

り
つ
い
で
い
こ
う
と
す
る
、
平
和
を

守
る
た
め
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
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大会スローガン・殺人的爆音、基地被害を排除し、静かで安らかな町を創
ろう・私達の生命、財産を脅かす軍事演習に反対し、平和な町を割ろう
．基地の整理縮少、返還を実現し豊かで住みよい町を割ろう・嘉手納墓地の

機能強化に反対し、世界の恒久平和を願う町を創ろう
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も
う
我
慢
で
き
な
い
〃

米
軍
演
習
へ
怒
り
の
町
民
大
会

～
七
月
二
十
t
日
～

五
全
決
議
一

今
や
世
舛
情
勢
は
、
石
墨
に
緊
張
緩

和
の
時
代
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
通
＃
手

酌
町
民
は
戦
後
凹
卜
四
年
余
に
わ
た
り

お
手
納
基
地
か
ら
各
種
の
基
地
被
害
を

も
ろ
に
受
け
続
け
て
い
る
。
と
り
わ
け

昼
夜
の
別
な
く
生
ず
る
航
空
機
短
音
は

町
民
の
心
身
を
蝕
む
ば
か
り
で
は
な
く

生
活
環
悦
を
破
壊
し
、
日
常
生
活
を
著

し
く
混
乱
さ
せ
平
穏
を
願
う
町
民
の
忍

耐
も
眼
界
を
越
え
て
い
る
。

私
達
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
度
と
な
く

そ
の
改
旅
策
を
強
く
求
め
、
現
地
米
軍
、

日
本
政
府
及
び
関
係
機
関
に
対
し
要
請
、

抗
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

今
だ
に
抜
本
的
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
達

町
民
の
生
泊
を
完
全
に
無
視
す
る
も
の

で
あ
り
、
憤
り
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
最
中
、
昨
年
十
山
H
、

本
年
二
月
、
四
月
、
五
月
に
か
け
て
ロ

ー
リ
ー
演
習
が
昼
夜
に
わ
た
り
英
施
さ

れ
、
町
民
は
騒
音
地
獄
さ
な
が
ら
の
中

で
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
即
時

中
止
要
請
を
行
っ
て
き
た
ば
か
り
で
あ

農
地
の
転
用
に
は

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
／

～
農
地
の
無
断
転
用
を
な
く
そ
う
～

農
地
は
、
人
々
の
生
命
を
支
え
る
大
切
な
食

料
を
生
産
す
る
県
民
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
農
地
が
、
無
断
転
用
な
ど
で
つ
ぶ
さ
れ

た
り
、
荒
ら
さ
れ
た
り
す
る
と
、
地
域
の
農
業

や
農
相
の
健
全
な
発
展
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
を
宅
地
な
ど
に
転
用
し
、

農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
と
き
は
、
農
地

法
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
県
知
事
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
無
断
で
農
地
を
転
用
し
ま
す
と
、
法

律
違
反
と
な
り
現
状
回
復
を
命
じ
ら
れ
た
り
、

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
農
業
委
員

会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。嘉
手
納
町
農
業
委
員
会

沖
縄
県
農
業
会
議

「
農
地
無
断
転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
」

（
平
成
二
年
八
月
一
日
～
三
十
一
日
）

御
存
知
で
す
か

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

○
こ
の
制
度
は
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・

研
究
振
興
基
金
法
に
基
づ
く
公
的
制
度
で
す
。

○
制
度
の
仕
組
み
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

及
び
請
求
用
紙
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
基
金

総
務
部
企
画
課
相
談
係

〒
一
七
〇
　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

三
上
－
一

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
六
〇
　
二
六
階

m
〇
三
－
九
八
八
－
二
一
〇
二
代
表
）

詩
吟
会
員
募
集
中

あ
と
十
名
ま
で
　
（
男
女
）

抱．．毎
嘉
手
納
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

※
投
票
日

平
成
二
年
九
月
二
十
三
日
㈱

※
告
示
日

平
成
二
年
九
月
十
八
日
的

摘
楓

文
部
大
臣
認
可

社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院

八
紘
岳
風
合
　
沖
縄
支
部

詩
吟
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
と
　
き
　
月
四
回
（
毎
週
火
曜
日

午
後
七
‥
三
〇
～
九
‥
三
〇
ま
で
）

○
と
こ
ろ
　
募
手
納
町
中
央
公
民
館
二
階
会
議
室

○
連
絡
先
＝
比
謝
川
詩
吟
の
会

六
－
二
〇
六
二

支
部
長
　
伊
礼
　
文
栄

※
委
員
の
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

S
　
嘉
手
納
町
に
住
所
を
有
す
る
者
。

0
0
　
年
齢
が
満
2
0
才
以
上
の
者
で
、
1
0
7
－

ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務
を
年
間
6
0

日
以
上
営
む
者
で
あ
る
こ
と
。

M
　
農
業
委
員
会
の
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
者
。

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会

八
月
二
十
八
日
的
午
後
三
時

町
役
場
二
階
中
会
議
室

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
又
は
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

℡
六
－
二
　
二
（
内
線
三
六
三
、
二
二
四
）

丸
型
郵
便
ポ
ス
ト

町
内
雨
小
学
校
へ
贈
る

～
嘉
手
納
郵
便
局
～

嘉
手
納
郵
伸
局
は
、
昭
和
六
十
二

年
ま
で
三
十
五
年
間
町
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
丸
型
郵
便
ポ
ス
ト
を
六
月

二
十
二
日
に
屋
良
小
学
校
へ
、
二
十

六
日
に
は
毒
手
納
小
学
校
へ
寄
贈
し

た。

三
十
五
年
間
の
歴
史
が
き
ざ
ま
れ

た
郵
便
ポ
ス
ト
は
、
投
入
口
は
閉
じ

ら
れ
て
今
後
は
教
材
と
し
て
、
資
料

と
し
て
役
立
っ
て
い
く
。
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♭受付…q J去童碧㌔

8月24日睡ト9月6日的
◎＃J重き，1／二申込粛11、91】6日までの一桁l】のあるtJのtこ槻りやり付目ま】。

◎三日時制　98卜17時

＝l＃lHi12時まで√　8日2511のLl一日及びll鳩目を除くJ

D受Il兼枯q

昭和42年4月2日～昭和48年4月1日生まれの手

D採用予定数周

約65名

DF験日・試験種目q

武　　張 �試蝋lJ �武　擬　縄　目 �解答時間 

10月7日（日 �微震．拭嫉 �2時間20分 
作文拭擬 �50分 

10月8日胆） �人物試蝦・身作検査 身作測定・体力検査 � 
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古謝世徳副三蔵長

；r　‾－‾－1■■E■‾‘J
松竺忠明町墓地対策協消会会長

一丁・箋∴－
宮城巳邦子町婦人会長

仲村渠兼栄町連合詩年会忘

夏
パ
テ
を
の
り
き
ろ
う
′
●

う
だ
る
よ
う
を
連
日
の
暑
さ
と
、
ジ

ト
ジ
ト
し
た
湿
気
で
食
欲
不
振
、
積
れ

や
す
い
、
不
眠
、
体
重
減
少
を
ど
…
…

こ
の
時
朋
を
ど
う
の
り
き
ろ
う
か
と
悩

ん
で
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す。
気
温
が
一
．
▲
1
．
度
以
仁
だ
な
る
と
、
ビ

タ
ミ
ン
臥
や
ビ
タ
ミ
ン
C
の
消
鷺
が
h
‖
…

ま
り
ま
す
。
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
軌
や
C
が

不
足
す
る
と
食
談
が
落
ち
た
り
、
積
れ

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
と
は
ー
．
三
日
っ

て
も
、
ビ
タ
ミ
ン
臥
や
ビ
タ
ミ
ン
C
だ

け
を
摂
取
し
て
む
け
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
軌
や

ヒ
タ
ミ
ン
C
の
代
謝
が
円
滑
に
い
く
た

め
に
は
、
そ
の
他
の
ビ
タ
ミ
ン
や
栄
遵

素
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
車
の
中
で
、
不
足
し
が
ち
な
ビ

タ
ミ
ン
を
充
分
と
る
よ
う
に
心
か
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
■
。
食
車
を
充
分
と
ら

ず
に
ヒ
タ
ミ
ン
剤
だ
け
を
飲
ん
で
い
て

も
、
夏
パ
テ
肪
止
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

～
夏
パ
テ
防
止
作
戦
～

そ
の
I

l
　
寝
冷
え
を
し
な
い
。

2
　
食
事
ぬ
き
を
し
た
り
、
偏
っ
た

食
事
を
し
な
い
。

3
　
冷
た
い
も
の
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

4
　
睡
眠
不
足
を
し
な
い
。

そ
の
Ⅱ

※
ビ
タ
ミ
ン
臥
、
ピ
タ
ミ
ン
C
の
多
い

食
品
を
充
分
に
と
ろ
う
。

○
ビ
タ
ミ
ン
臥
の
多
い
も
の

枝
■
鼠
、
胚
芽
米
、
豚
肉
、

レ
ハ
1
こ
悪
ど

0
ビ
タ
ミ
ン
C
の
多
い
も
の

新
鮮
な
野
菜
へ
に
が
う
り
、
ピ

ー
マ
ン
な
ど
）
、
果
物

そ
の
Ⅲ

1
　
即
を
使
う
。

俳
は
あ
ぶ
ら
り
二
さ
を
消
す
だ

け
で
な
く
消
化
溝
の
分
泌
を
高

め
、
食
紙
を
増
進
L
i
i
l
化
吸
収

を
促
し
ま
す
。

野
菜
や
肉
の
多
く
入
っ
た

例
冷
し
中
華
、
境
ぎ
ょ
う
ざ

カ
レ
ー
な
ど

2
　
ス
パ
イ
ス
を
使
う
。

ス
パ
イ
ス
も
酢
と
同
様
な
働
き

を
し
ま
す
。

さ
し
み
に
は

し
ょ
う
が
、
わ
さ
び

天
ぷ
ら
に
は

大
根
お
ろ
し

み
そ
汁
に

ヒ
昧
唐
辛
子
を

住
民
無
視
の
弔
事
演
習
に
対
し
、
「
も

・
）
我
慢
で
き
な
い
」
　
と
町
・
町
議
会
・

町
域
地
対
策
協
議
会
か
に
催
、
L
日
．

卜
．
日
下
後
、
町
役
場
舶
車
場
に
ム
い

て
怒
り
の
抹
議
某
会
を
開
催
し
た

L
百
∵
「
L
日
か
ら
米
岬
の
O
R
－

∴
付
利
態
勢
監
察
）
講
習
で
昆
夜
の
別

な
′
、
激
し
い
爆
音
が
続
き
、
町
民
の
安

眠
は
妨
げ
ら
れ
町
民
の
生
活
は
撫
城
に

も
破
壊
さ
れ
、
町
民
の
忍
耐
L
棋
界
に

逢
し
た
。
▲
九
ヒ
二
隼
に
B
5
2
戦
略
爆

撃
機
か
入
牢
百
．
．
．
機
も
飛
来
し
て
以
来

卜
八
年
ぶ
り
の
町
民
大
全
は
、
町
民
牛

活
に
苦
し
い
被
雷
を
及
は
し
て
い
る
航

空
機
騒
汗
、
基
地
被
吾
を
速
や
か
に
除

よ
し
人
間
と
し
て
生
活
で
き
る
環
境
権

回
復
の
た
め
に
、
全
て
の
軍
弔
演
習
に

反
対
し
O
R
－
演
習
の
即
時
中
止
を
求

め
た
大
会
決
議
を
採
択
し
た
。

入
会
で
七
日
浜
町
長
は
、
「
世
界
は
デ

タ
ン
ト
に
向
か
っ
て
い
る
巾
で
、
基
地

冠
憑
r
間
組

n

※
七
月
二
十
日
の
午
前
九
取
三
十
五
分
か
ら
十
時
八
分
の
間
に
九
十
ホ
ー
ン
以
上
が
六
十
六
回
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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l
 
r
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工
U

1
　
1
　
一
・
一
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「
　
4
t
　
■
つ
て
一
．
L
■
▼
．
勺
■
　
一
」
り

9
0
⊥
　
u
J
 
p
 
u
J
　
リ
9
9
　
日
い

1
り
】
　
3
1
　
「
n
　
6
　
【
－
Q
U
‥
リ

の
町
民
生
活
に
及
は
す
彬
間
は
復
帰
前

と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。
二
カ
H
に
．

回
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ー
リ
ー
前
田
∵
云
′

隼
に
入
っ
て
二
回
）
　
に
続
き
、
今
度
は

O
R
l
演
習
と
基
地
の
周
り
に
町
は
が

住
ん
で
い
る
こ
と
を
ポ
＝
走
す
る
か
の
よ

う
な
講
習
が
行
わ
れ
る
。
も
う
我
慢
が

で
き
な
い
。
一
日
も
早
′
、
本
当
の
平
和

の
中
で
猫
せ
る
嘉
手
納
町
を
実
現
す
る

た
め
頑
張
ろ
う
」
　
と
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
、
i
l
〃
謝
世
徳
副
議
長
、
町
基
地
対
策

協
議
会
松
堂
忠
明
会
長
は
、
「
町
民
が

犠
牲
に
な
る
の
は
我
慢
で
き
な
い
」
「
一
▲

卜
‖
午
前
．
∴
時
こ
ろ
、
ひ
ど
い
爆
音
に

起
さ
れ
た
ゥ
町
民
の
生
活
を
破
壊
す
る

殺
人
的
煤
井
は
許
せ
な
い
」
　
と
怒
り
を

あ
ら
わ
に
し
た
。
ま
た
、
L
原
礫
助
衆

議
院
議
日
も
か
け
つ
け
　
「
人
間
ら
し
い

生
活
局
鳩
を
取
り
．
尻
す
た
め
、
町
民
の

．
人
と
し
て
国
会
内
外
で
頑
張
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
、
町
比
を
激
励
し
た
。
こ

の
あ
と
、
町
帰
入
会
宮
城
巳
知
ナ
会
長

は
沖
縄
の
方
J
で
怒
り
を
表
し
　
「
日
本

政
府
二
外
務
れ
）
の
役
人
に
こ
の
実
態

を
体
験
さ
せ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
、

苫
瞑
り
二
を
つ
か
ま
え
て
き
て
こ
の
実

態
を
見
せ
る
こ
と
だ
」
　
日
本
政
府
に
拭

議
に
行
き
た
い
」
。
次
い
で
、
町
連
合

＃
年
会
仲
村
渠
康
栄
会
長
は
　
「
町
民
の

生
清
に
苦
し
い
悪
影
咽
け
を
及
は
す
い
っ

さ
い
の
講
習
に
反
対
し
よ
う
」
　
と
そ
れ

ぞ
れ
の
宣
場
か
ら
軍
中
浦
円
に
糾
し
て

怒
り
を
表
明
し
た
。

大
会
は
日
収
後
に
　
「
全
て
の
軍
容
前
習

に
反
対
し
、
O
R
I
の
即
時
中
止
を
要

求
す
る
」
大
会
決
議
を
採
択
し
た
「

↓
Q
L

に
も
か
か
か
ら
㌻
、
古
ハ
夏
日
し
㌧
1
た

る
よ
う
な
井
さ
か
純
′
、
小
、
さ
ー
り
い
ト
は

世
邦
か
叩
縮
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
小

で
、
ぷ
加
手
的
鳩
地
の
「
1
5
の
み
な
－
h

㌻
日
日
在
県
一
．
．
沢
基
地
の
「
1
6
、
7
ィ

リ
ヒ
、
／
、
ケ
ラ
ー
ツ
基
仙
請
卜
1
∴
／
∵

ン
ト
ム
機
を
と
が
人
…
乍
根
来
し
、
持
在

の
別
な
く
投
入
的
煤
け
料
ま
き
散
、
・
）
L

O
R
I
　
こ
け
刺
態
勢
酢
皿
察
）
訓
練
を
墨

施
す
る
こ
と
は
私
た
ち
町
民
を
は
じ
め
、

世
禅
の
い
久
平
和
を
桝
う
全
人
類
へ
の

挑
軌
で
あ
り
、
決
し
て
容
認
で
き
る
し

の
で
は
な
い
‖
ん

よ
り
で
、
私
通
は
町
民
生
清
に
苦
し

い
鞍
宜
＝
を
及
は
し
て
い
る
航
空
機
騒
晋

を
は
し
め
、
魅
地
紘
宜
＝
を
速
や
か
に
除

上
す
る
と
と
し
に
平
和
を
帝
求
し
、
人

間
と
し
一
し
生
活
で
き
る
環
境
権
回
〃
視
の

た
め
、
セ
て
の
軍
車
演
習
に
反
対
し
O

R
－
演
習
の
即
時
小
山
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
る
U

右
決
議
す
る
ノ

平
成
二
年
七
月
∴
卜
．
‖

抗

議

町

比

大

会

催
ち
ょ
い
町
を
創
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第
二
十
国
中
婦
連
婦
人
の
主
張
大
会
へ

古
樹
竹
子
さ
ん
が
町
代
表
に

落
手
納
町
婦
人
会
主
催
の
第
十
六
伺

婦
人
の
主
張
大
会
が
七
月
八
日
午
後
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
区
か
ら
七
人
の
婦
人
が
発
表
に
立

ち
熱
弁
を
振
っ
た
。
町
の
代
表
に
は
西

浜
区
の
古
謝
竹
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
町
代
妾
に
選
出
さ
れ
た
古

謝
さ
ん
の
　
「
今
、
国
際
化
の
中
で
思
う

こ
と
」
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
今
、
国
際
化
の
中
で
思
う
こ
と
」

舌
　
謝
　
竹
　
子

私
は
四
十
代
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
も
う
一
度
英
語
を
勉
強
し
直
し

て
み
た
い
と
い
う
噺
望
を
抱
き
続
け
て

お
り
ま
し
た
。
末
の
息
子
が
小
学
六
年

生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
育
て
期
の

十
数
年
間
、
英
語
と
か
か
わ
っ
て
お
ら

ず
果
た
し
て
も
の
に
を
る
か
ど
う
か
心

配
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
自
分
の

人
生
に
梅
を
残
し
そ
う
で
し
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
思
い
続
け
た
一
大
決
心
を
実

行
に
移
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

英
語
の
教
室
を
持
ち
、
そ
れ
を
私
の
最

終
職
業
に
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
子
供
達
に
今
後
ま
す
ま
す
要
求

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
英
語
力
を
、
私
な
り

に
少
し
で
も
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
い
う
の
も
一
つ
の
大
き
な
願

望
で
し
た
。

英
語
を
学
ぶ
の
は
、
単
に
話
せ
れ
ば

い
い
、
書
け
れ
ば
い
い
、
成
練
が
良
く

な
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
大
切
を
こ
と
は
、
外
国
語
を
学
び

な
が
ら
、
日
本
と
外
国
の
生
活
習
慣
や

考
え
方
の
相
連
を
感
じ
と
り
、
同
じ
仲

間
な
の
だ
と
認
識
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ます。一
二
年
前
に
一
人
の
米
国
の
婦
人
と
知

り
合
い
ま
し
て
、
彼
女
が
帰
国
す
る
ま

で
の
約
一
年
半
お
つ
き
合
い
を
し
ま
し

た
。
彼
女
が
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
米
軍
基
地
の

中
に
は
お
お
ぜ
い
の
米
国
人
が
住
ん
で

い
る
が
、
彼
女
達
は
自
分
の
方
か
ら
進

ん
で
基
地
の
外
へ
出
よ
う
と
は
し
な
い
。

沖
縄
の
人
と
友
人
に
な
り
た
い
け
れ
ど

ど
ん
を
ふ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ち
を
い
。
は
る
ば
る
こ
ん
を
遠
く
ま
で

や
っ
て
来
た
の
に
、
自
分
の
殻
の
中
に

閉
じ
こ
も
る
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
だ
。
」

と
、
私
は
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
驚
き
ま

し
た
。
彼
ら
の
中
に
も
私
達
の
呼
び
か

け
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
私
は
、
外
国
人

に
近
づ
く
努
力
を
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
米
国
婦
人
は
、
沖
縄
の
こ
と
を

知
ろ
う
と
熱
心
で
し
た
。
彼
女
は
、
私

達
の
西
浜
区
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
エ

イ
サ
ー
練
習
も
始
め
ま
し
た
。
本
番
の

エ
イ
サ
ー
に
も
町
ま
つ
り
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
自
分
の
故
郷
へ
帰
る
と
き
に

彼
女
は
「
沖
縄
を
舞
台
に
し
て
小
説
を

き
く
つ
も
り
だ
」
と
話
し
て
お
り
ま
し

た。
去
っ
た
五
月
一
日
の
新
聞
紙
卜
で
、

「
堅
実
な
日
本
、
理
想
型
の
米
国
」
と

い
う
見
出
し
で
、
高
校
生
の
未
来
像
の

調
査
結
果
が
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
日

米
の
各
々
十
∵
二
校
を
対
象
に
、
「
み

を
さ
ん
が
、
三
十
歳
前
後
で
選
ん
で
い

る
可
能
性
の
高
い
職
業
は
何
で
す
か
？

ま
た
、
二
卜
歳
に
な
る
ま
で
に
〓
険
を

し
た
い
で
す
か
？
」
等
の
調
査
で
、
米

国
の
h
‖
…
校
生
は
医
者
と
か
弁
護
上
な
ど

の
自
由
業
と
い
う
回
答
者
が
多
く
、
こ

れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
中
小
企
菜
の

従
業
H
と
回
答
し
た
学
生
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
日
日
険
に
つ
い
て
も
、
米
国

の
学
生
に
「
非
常
に
強
く
思
う
」
が
、

日
本
の
学
生
の
一
．
倍
近
く
も
お
り
ま
し

た
。
特
に
米
国
の
女
性
が
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
し
た
。
惜
熱
を
傾
け
た
い
希

望
の
対
象
で
も
、
日
本
が
ス
ポ
ー
ツ
分

野
と
最
も
商
い
の
に
対
し
、
米
国
は
学

問
や
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
の
分
野
と
答
え

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
日
本
の
若
者

が
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
関
心
を

持
ち
、
社
会
性
に
乏
し
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
日
米
の
ご
く
一
部
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
み
ん
な

に
当
て
は
ま
る
と
い
う
の
で
は
な
い
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
私
が
仕
事
の
関
係

で
面
識
の
あ
る
外
国
人
を
見
て
い
ま
す

と
、
確
か
に
彼
ら
は
夢
を
大
き
く
持
っ

て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

敵
近
、
社
会
惜
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
の
富
庭

や
職
場
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
。
物
も

豊
富
に
な
り
、
官
庭
で
の
生
活
も
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
世
界
が
狭
ば
ま
れ
、

普
遠
く
に
存
在
し
て
い
た
国
々
が
、
す

ぐ
私
達
の
隣
に
あ
る
よ
う
な
感
じ
さ
え

し
ま
す
。
私
達
白
身
が
外
国
に
行
き
、

そ
こ
の
人
々
と
つ
き
合
う
機
会
は
な
く

て
も
、
逆
に
留
学
や
仕
事
や
そ
の
他
の

関
係
で
こ
ち
ら
で
鐸
ら
し
て
い
る
外
国

人
と
出
合
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
私
達
の
子
供
達
に
は

ど
こ
の
国
の
人
と
も
対
応
で
き
、
活
躍

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ます。国
際
化
さ
れ
て
い
く
社
会
の
中
で
、

地
域
の
子
供
達
が
将
来
の
希
望
を
大
き

く
持
て
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
と
同
時

に
私
達
母
親
も
井
の
中
の
蛙
に
な
ら
ぬ

よ
う
外
に
目
を
向
け
て
学
ぼ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
国
内
だ
け
で

な
く
、
世
界
中
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
子

供
達
の
た
め
に
も
、
一
人
▲
人
の
婦
人

が
勇
気
を
出
し
て
地
域
の
活
動
へ
横
棒

的
に
参
加
し
視
野
を
広
げ
る
よ
う
と

も
ど
も
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

んか。

河
野
美
代
子
先
生
の
性
教
育

講
演
会
に
つ
い
て
思
う

社
会
教
育
委
員

上
運
天
次
郎

去
っ
た
平
成
二
年
七
月
十
五
日
（
日
）

町
民
会
館
で
性
教
育
に
つ
い
て
の
お
話

が
二
時
間
に
わ
た
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
す
ぼ
ら
し
い
お
話
で
産
婦

人
科
医
の
医
者
が
、
実
社
会
の
生
々
し

い
報
告
等
も
ま
ぜ
て
の
も
の
で
し
た
。

私
六
十
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も

思
う
に
勉
強
に
終
わ
り
を
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
も
い
ろ
い
ろ
読
み
ま
し
た

が
、
こ
の
講
演
会
で
も
拾
う
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
ど
も
を

育
て
て
い
る
世
の
お
母
さ
ん
達
、
こ
う

い
う
機
会
が
あ
る
の
に
何
故
き
い
て
、

こ
ど
も
の
宮
庭
教
育
に
投
手
・
て
な
い
だ

ろ
う
か
。
忙
し
い
、
知
ら
な
か
っ
た
等

い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

今
後
は
多
い
に
参
加
し
て
お
母
さ
ん
と

し
て
の
知
識
を
磨
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す。
集
ま
っ
た
人
が
少
な
い
の
に
は
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
町
全
体
的
な

行
事
は
ど
の
団
体
で
あ
ろ
う
が
、
町
役

場
に
報
告
さ
せ
て
そ
こ
で
情
報
を
提
供

し
て
、
関
係
者
が
期
日
の
調
整
を
す
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
る
町
民
は

困
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

た
い
へ
ん
す
ぼ
ら
し
い
講
演
会
で
し

た
の
で
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た

く
て
筆
を
と
り
ま
し
た
。

講
演
を
聞
い
て

社
会
教
育
委
員

知
念
登
喜
子

久
し
ぶ
り
に
す
ぼ
ら
し
い
講
演
を
聞

き
感
動
し
て
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
ん
な
に
い
い
お
話
や
映
画
を
多
く
の

方
に
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
と

て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
せ
め
て
中

高
校
生
と
小
学
生
以
下
の
子
を
持
つ
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
方
に
ぜ
ひ
見
て
も
ら

い
た
い
、
聞
い
て
も
ら
い
た
い
講
演
で

した。こ
の
種
の
講
溝
を
こ
れ
ま
で
に
何
度

か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
こ

う
い
う
と
き
ど
う
指
攫
す
る
か
、
ど
う

説
明
し
て
あ
げ
る
か
」
と
い
う
疑
問
を

解
決
し
て
く
れ
る
よ
う
な
お
話
し
が
聞

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
教
え
て
は
し

い
、
村
心
部
分
を
ず
ば
り
答
え
を
出
し

て
下
さ
る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

河
野
美
代
子
先
生
は
、
さ
す
が
現
役

の
産
婦
人
科
の
お
医
者
さ
ん
で
い
ち
し

て
、
先
生
の
病
院
で
の
臨
床
例
を
あ
げ

て
の
お
話
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
ら

れ
た
映
画
は
す
ご
い
も
の
で
し
た
。
子

供
を
持
っ
て
い
る
親
だ
け
で
な
く
み
ん

な
で
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供

を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
指
導
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
社

会
教
育
課
の
方
た
ち
、
入
域
舌
が
少
を

い
こ
と
に
大
変
気
を
も
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ビ
デ

オ
を
取
っ
て
あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で

参
加
し
な
か
っ
た
方
た
ち
に
P
T
A
を

灸
藷
・
接
波

野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
と

糸
満
マ
ギ
ー

昔
、
野
回
付
に
ハ
ー
チ
ャ
ー
と
い
う

大
力
男
が
い
た
と
い
う
。
糸
満
マ
ギ
ー

と
い
う
こ
れ
ま
た
大
力
無
双
の
男
が
い

て
、
あ
る
日
力
試
し
に
サ
バ
二
を
か
つ

い
で
野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
を
尋
ね
て
き
た
。

そ
し
て
サ
バ
二
を
門
の
前
に
置
い
て
待

っ
て
い
た
そ
う
な
。

野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
の
妻
は
早
速
そ
の

こ
と
を
畑
へ
行
っ
て
い
る
夫
に
知
ら
せ

た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
ハ
ー
チ
ャ
1

は
、
イ
ー
ザ
イ
で
牛
を
か
つ
い
で
門
を

ふ
さ
い
だ
サ
バ
二
を
ま
た
が
っ
て
屋
敷

へ
入
っ
て
き
た
の
で
、
糸
満
マ
ギ
ー
は

そ
の
剛
力
に
び
っ
く
り
し
て
サ
バ
二
も

お
き
ざ
り
に
し
て
逃
げ
帰
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

あ
る
時
、
本
部
の
力
持
ち
と
い
う
弟

が
野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
と
力
試
し
に
や
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
当
の
野
国
ハ
ー
チ

ヤ
ー
は
留
守
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ハ
ー

チ
ャ
ー
の
父
親
日
く
「
ハ
ー
チ
ャ
ー
が

帰
る
ま
で
庭
の
力
石
で
も
持
っ
て
遊
ん

で
お
き
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
、
い
く
ら

探
し
て
も
力
石
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た

の
で
、
ど
こ
に
も
力
石
は
な
い
と
そ
の

男
が
い
っ
た
。
そ
の
時
、
父
親
が
示
し

た
躾
の
よ
う
を
大
石
を
見
て
び
っ
く
り

仰
天
し
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
逃
げ
帰
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
力
持
ち
の
男
が
野
国
ハ

ー
チ
ャ
ー
と
力
試
し
に
尋
ね
て
き
た
の

で
ハ
ー
チ
ャ
ー
は
、
三
〇
〇
斤
余
り
も

か
か
る
タ
バ
コ
盆
を
片
手
で
差
し
出
し

た
の
で
、
如
何
に
野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
が

聞
き
し
に
勝
る
剛
力
だ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
恐
れ
を
な
し
て
逃
げ

て
し
ま
っ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。

素
手
納
町
史

資
料
編
2
民

俗
資
料
よ
り

ど
の
集
会
で
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

河
野
美
代
子
性
教
育
講
演
会
の
ビ
デ

オ
及
び
録
音
カ
セ
ノ
ト
テ
ー
プ
と
「
子

ど
も
た
ち
へ
」
の
ビ
デ
オ
（
五
十
五
分
）

を
清
人
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
借
用
希

望
の
方
は
社
会
教
育
課
へ
申
込
み
下
さ
い
。

T

E

L

　

六

－

一

一

一

一

（
内
線
三
七
九
）

町
民
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

嘉
手
納
地
区
交
通
安
全
協
会
広
報
車

が
新
車
に
′
●
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し　　ん　　な　　と　　き �必要　な　もの 

20歳になったとき �印鑑 

（芸芸芸含笠賢と芸誓組合加入者、） 　　　　　　　　ノー 

厚生年金保険・共済組合に加入したとき　　　　　ウ �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 公的年金加入月日のメモ、健康 保険証、婚姻および扶養に在っ た年月日のメモ 

（誓芸詫言る配偶者がいる人はあわせ） 

丁子≠生年金保険・共済組合の加入をやめたとき �印鑑、年金手帳、退職年月日の メモ 

（誓芸完宝る配偶者がいる人はあわせ）　J 

第3号被保険者の配偶者が会社をどを変った �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 

とき �健康保険証、変更年月日のメモ 

（厚生年金保険＝共済組合） 

配偶者の扶養になったとき　　　　　　　　　　　　ハ �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 公的年金加入月日のメモ、健康 保険証、婚姻および扶養にをっ た年月日のメモ 

（慧讐よ…≡きゃ収入が）　　　　J 

自認芸？警‡‡是認完…三とき，　’励みニ �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 扶養からはずれた日のメモ 

住所、氏名が変ったとき �印鑑、年金手帳 

（住民票届け出と同時にできます） 　　　　　　　　　　　　　ーへ 

第1号・第3号被保険者が国外へ居住したと‡ き （第1号被保険者は任意加入ができます） �印鑑、年金手帳、国内協力者の 住所・氏名のメモ、パスポート など 

第1号・第3号被保険者が帰国したとき �印鑑、年金手帳、帰国年月日の 

（任意加入していた人も届け出が必要です） �わかるメモ 

誓警雷ふ票警票言誓言人と・その配偶　　pぶ �印鑑、年金手帳、受給中の年金 証書 
・J 任意加入するとき、任意加入をやめるとき �印鑑、年金手帳 

（芸買誓言書生、60歳以上65歳未満の任意） 

（注）表中、高齢任意加入者を除き、年齢は20歳以上60歳未満。

巳
闇

「
性
に
つ
い
て
」

沖
■
県
性
教
書
研
究
会
理
事
鼻

知
　
念
　
正
　
直

十
年
余
も
前
の
事
で
あ
っ
た
。
八
月

の
全
国
性
教
育
研
究
大
全
で
「
さ
ら
ば

悲
し
み
の
性
」
　
（
高
文
研
刊
）
を
手
に

し
た
。
私
と
河
野
美
代
子
先
生
と
の
間

接
的
出
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
本
は
「
性
の
真
実
を
伝
え
る
」

た
め
、
医
療
の
現
場
に
あ
ら
れ
る
産
婦

人
科
医
河
野
先
生
の
や
む
に
や
ま
れ
ず

執
筆
さ
れ
た
著
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
・
高
校
生
の
教
育
に
た
す
き
わ

る
父
母
と
教
師
に
一
度
は
読
ん
で
も
ら

い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
思
春
期
に
あ
る
若

者
は
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
ほ
し
い
内
容
で

ある。

「
こ
れ
ま
で
私
は
、
土
谷
病
院
（
広

島
県
）
で
診
療
し
っ
づ
け
る
な
か
で
、

性
教
育
の
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
傷
つ
い
た
少
女
た
ち
の
行
き

着
く
先
で
あ
る
産
婦
人
科
医
療
の
現
場

の
大
変
さ
、
事
態
の
深
刻
さ
を
わ
か
っ

て
ほ
し
い
。
傷
つ
く
前
に
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
。
た
だ
そ
の
思
い
だ
け
で
、

県
内
（
広
島
）
の
あ
ち
こ
ち
の
学
校
に

行
き
、
講
演
を
し
て
き
ま
し
た
」
と
。

今
は
テ
レ
ビ
出
演
に
、
講
演
会
に
と
日

本
の
各
地
で
「
生
命
の
尊
さ
」
を
訴
え

つ
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
が
先
生
の
麻
い

で
あ
り
、
講
演
を
な
さ
れ
る
動
機
に
も

な
っ
て
い
る
。

病
院
勤
務
の
時
間
を
ぬ
っ
て
、
と
ん

ぼ
返
り
の
わ
が
町
で
の
講
演
会
で
あ
っ

た
。
沖
縄
県
で
も
立
派
な
会
館
を
持
ち

を
が
ら
、
聴
衆
は
わ
ず
か
百
名
余
だ
っ

た
。
関
係
者
が
一
年
も
前
か
ら
取
り
組

ん
だ
具
体
的
な
計
画
と
努
力
は
、
町
民

に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
県
内
で
の
講
演
会
が

五
回
あ
っ
た
。
具
志
川
市
で
二
回
、
那

覇
市
で
二
回
、
本
部
町
で
一
回
、
い
ず

れ
も
会
場
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
聴
衆
で

あ
っ
た
。
私
は
い
ず
れ
の
会
場
へ
も
先

生
を
ご
案
内
し
た
。
「
聴
衆
の
多
い
少

な
い
は
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
前
に

私
の
話
を
聴
こ
う
と
し
て
い
る
人
が
い

る
。
そ
う
い
う
人
が
ひ
と
り
で
も
い
い

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
訴
え
つ
づ

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
命
の
大
切

さ
、
自
分
を
、
自
分
の
か
ら
だ
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
正
し
い
性
教
育

の
必
要
性
を
。
ひ
と
り
で
も
、
傷
つ
き

涙
を
流
す
少
女
た
ち
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
お
と
な
た
ち
の
若
い

世
代
へ
の
偏
見
が
少
し
で
も
変
わ
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
」
と
さ
り
げ
な
く
言
わ

れた。
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
ボ
デ
ィ
Q
＆
A
I

体
の
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
」
　
（
東
山

書
房
）
　
こ
の
本
を
去
年
八
月
二
十
八
日

本
部
町
で
の
講
演
会
を
終
え
て
先
生
か

ら
謹
呈
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
小
学
校

の
高
学
年
生
か
ら
中
・
高
校
生
に
沈
ん

で
ほ
し
い
。
各
学
校
で
二
十
冊
ほ
ど
の

ま
と
め
買
い
を
し
て
、
集
団
で
読
書
を

す
る
の
に
活
用
で
き
る
。
「
無
知
は
ど

こ
わ
い
も
の
は
な
い
。
正
し
い
知
識
を

出
来
る
だ
け
早
く
か
ら
教
え
る
こ
と
。

そ
し
て
男
も
女
も
自
分
の
体
の
こ
と
を

正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら

れた。こ
の
本
を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
自
分
の

体
は
、
か
け
が
え
の
を
い
自
分
自
身
の

も
の
で
す
。
ど
う
か
よ
く
知
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
上
で
、
自
分
自
身
を
ど
う

か
愛
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

力
強
く
生
き
抜
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
よ

／
　
r
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
】

こ
れ
を
今
後
も
生
き
て
行
く
上
で
の
基

本
的
な
姿
勢
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
」
と
若
者
た
ち
へ
の
祈
り
の
声
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

性
は
「
生
」
の
姿
で
あ
る
。
生
き
方

在
り
方
の
教
育
も
性
教
育
の
方
向
で
あ

ろ
う
。
小
学
校
で
は
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学
習
指
導
要

領
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移
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れ
る
。
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も

変
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る
。
「
生
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・
理
科
・
家
庭
・
道

徳
」
等
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科
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「
生
物
と
そ
の
環
境
」

の
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域
で
人
間
そ
の
も
の
を
取
り
扱
う

学
習
が
あ
る
。
人
間
と
し
て
、
男
と
し

て
、
女
と
し
て
の
生
き
方
在
り
方
の
学

習
指
導
が
「
性
教
育
の
根
本
に
行
き
つ

く
」
こ
と
も
目
標
と
さ
れ
る
。

「
人
間
と
性
」
研
究
協
譲
合
が
あ
る
。

河
野
先
生
も
私
も
研
究
会
員
で
あ
る
。

「
男
と
女
が
女
の
体
を
大
切
に
せ
ず
、

男
の
欲
望
だ
け
を
念
頭
に
お
い
て
い
る

大
人
た
ち
の
性
こ
そ
、
若
者
の
性
の
ゆ

が
み
の
原
因
と
な
る
」
こ
の
よ
う
な
視

点
で
大
人
へ
の
性
に
関
す
る
意
識
改
革

を
促
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

河
野
先
生
の
講
演
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対
象
別
に
聴
か

せ
た
か
っ
た
。
中
二
同
校
生
を
別
々
に

そ
し
て
一
般
対
象
の
講
演
会
と
し
て
企

画
さ
れ
る
事
も
よ
い
。
こ
れ
を
機
会
に

町
社
会
教
育
課
の
文
化
的
行
事
が
、
生

涯
学
習
の
大
き
を
輪
と
な
っ
て
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
は
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
／

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
八
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
前
年
度
の
収
入
や

八
月
現
在
の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
届
け
で
、
八
月
以
降
も
引

き
続
き
手
当
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
確
め
る
大
切
な
届
け
で
す
。

こ
の
届
け
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、

受
給
資
格
は
あ
っ
て
も
十
二
月
期
か
ら

手
当
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。

八
月
期
の
手
当
を
受
給
し
た
後
、
受

給
者
自
身
で
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
現

況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
手
当

証
書
の
裏
面
等
注
意
書
き
も
御
覧
下
さ

い
。
資
格
喪
失
や
変
更
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
す
み
や
か
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

十
八
歳
未
満
の
父
親
の
な
い
子
ど
も

等
を
養
育
し
て
い
る
方
や
一
．
十
歳
未
満

の
障
害
児
を
養
育
、
監
護
し
て
い
る
方

で
手
当
を
も
ら
っ
て
い
な
い
方
は
、
厚

生
課
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

厚
生
課
児
童
係

六
－
一
一
二
（
内
線
三
二
二
）
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一．　木与イ

第
三
回
Y
O
U
・
遊
・
比
謝
川

一・

′ナ／－仁．

○
－
ト

仁
蝕

二
▼
㌣

V
耳
　
1
1
J
「
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヾ
、
．
レ

ノ

ノ

内
外
か
ら
ハ
・
不
リ
ス
ト
を
招
き
、
〃
空

の
も
と
で
比
謝
川
の
再
生
に
つ
い
て
語

る
比
謝
川
存
空
ト
ー
ク
、
舶
‥
吊
か
ら
津

浦
深
京
へ
隅
‖
川
で
の
汗
．
〓
友
禅
流
し

を
か
慢
溝
さ
せ
た
）
　
さ
ん
を
招
い
て
手
捕

り
二
．
〓
友
禅
流
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
〉
城

跡
公
園
広
場
に
わ
い
て
比
謝
川
せ
り
き

ょ
う
入
会
、
塵
公
吉
せ
り
け
ん
つ
／
、
り

ま
た
、
「
心
流
ド
り
、
川
を
渡
る
ロ
ー
フ

ウ
　
▲
1
イ
な
と
大
人
し
∵
い
と
も
も
楽
し
み

ま
し
た
。
メ
イ
、
／
競
技
の
ィ
カ
ダ
続
や

に
は
、
職
域
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
女
作
チ

ー
ム
の
部
で
競
わ
れ
、
観
衆
の
応
接
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
実
況
放
送
も
あ
い
ま
り

て
一
段
と
成
皿
り
卜
が
を
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

一
比
謝
川
ぜ
っ
き
ょ
う
大
会

比
謝
川
が
か
っ
て
の
津
…
流
を
と
り
も

と
し
、
町
罠
の
い
こ
い
の
場
、
生
活
の

場
と
し
て
よ
み
が
え
る
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
町
内
の
四
川
体
の
苦
老
た
ち
の

す
っ
く
り
の
ま
つ
り
　
「
Y
O
U
・
遊
・

比
謝
川
」
が
L
H
卜
川
・
卜
丘
日
の
両

日
、
局
良
城
跡
公
園
を
巾
心
と
し
た
比

謝
川
河
畔
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
町
罠

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

わ
し
い
り
き
り
水
遊
び
　
へ
廿
∴
′
テ
ー

マ
）
　
と
銘
打
っ
て
人
′
隼
で
．
一
．
回
目
。
内

容
も
回
を
重
ね
る
こ
と
に
充
実
し
、
町

遠
野
『
妄県

産
品
使
用
奨
励
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

た
め
、
県
内
五
十
二
市
町
村
、
五
十
七

農
協
な
ど
へ
県
産
品
使
用
奨
励
の
協
力

を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
が
、
七
円

九
日
午
前
来
庁
し
ま
し
た
。

代
表
ら
は
　
「
県
産
品
を
使
用
す
る
こ

と
は
、
県
の
産
業
振
興
意
用
の
確
保
な

ど
県
民
の
生
活
向
ヒ
に
つ
な
が
る
。
二

次
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が

県
内
企
業
も
努
力
を
し
て
い
る
。
今
後

も
公
共
工
事
の
発
注
な
ど
に
県
産
品
使

用
、
普
及
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
の

収
益
金
を
町
社
協
へ

Y
K
G
（
読
谷
・
話
手
納
ゴ
ル
フ
賓

好
仝
）
は
、
こ
の
ほ
ど
開
催
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益
金
二
．

十
万
円
を
町
社
協
へ
寄
附
。
Y
K
G
会

長
山
内
昌
治
さ
ん
は
　
「
Y
K
G
を
つ
く

っ
て
十
五
周
年
を
迎
え
、
社
会
の
一
助

に
な
れ
ば
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
を

企
画
し
た
。
四
百
名
余
の
方
が
参
加
し

て
も
ら
っ
た
。
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
七
月
六
日
町
杜
協
を
訪
れ

た。



平成2年8I二日目　……・・…・′…………………………一∫仰……・・…・広報かでな

●‘

空トークご　′rL　比鳥川音

埠長さ・「電＼＼
撫JLJj」こ

▼

瞳

平城2年8円1日

▲江戸友禅流し

広報かでな

県産品を愛用しよう′
県産品使用奨励キャンペーン

市町村行脚

（　　‾ヽ
一．　木与イ

第
三
回
Y
O
U
・
遊
・
比
謝
川

一・

′ナ／－仁．

○
－
ト

仁
蝕

二
▼
㌣

V
耳
　
1
1
J
「
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヾ
、
．
レ

ノ

ノ

内
外
か
ら
ハ
・
不
リ
ス
ト
を
招
き
、
〃
空

の
も
と
で
比
謝
川
の
再
生
に
つ
い
て
語

る
比
謝
川
存
空
ト
ー
ク
、
舶
‥
吊
か
ら
津

浦
深
京
へ
隅
‖
川
で
の
汗
．
〓
友
禅
流
し

を
か
慢
溝
さ
せ
た
）
　
さ
ん
を
招
い
て
手
捕

り
二
．
〓
友
禅
流
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
〉
城

跡
公
園
広
場
に
わ
い
て
比
謝
川
せ
り
き

ょ
う
入
会
、
塵
公
吉
せ
り
け
ん
つ
／
、
り

ま
た
、
「
心
流
ド
り
、
川
を
渡
る
ロ
ー
フ

ウ
　
▲
1
イ
な
と
大
人
し
∵
い
と
も
も
楽
し
み

ま
し
た
。
メ
イ
、
／
競
技
の
ィ
カ
ダ
続
や

に
は
、
職
域
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
女
作
チ

ー
ム
の
部
で
競
わ
れ
、
観
衆
の
応
接
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
実
況
放
送
も
あ
い
ま
り

て
一
段
と
成
皿
り
卜
が
を
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

一
比
謝
川
ぜ
っ
き
ょ
う
大
会

比
謝
川
が
か
っ
て
の
津
…
流
を
と
り
も

と
し
、
町
罠
の
い
こ
い
の
場
、
生
活
の

場
と
し
て
よ
み
が
え
る
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
町
内
の
四
川
体
の
苦
老
た
ち
の

す
っ
く
り
の
ま
つ
り
　
「
Y
O
U
・
遊
・

比
謝
川
」
が
L
H
卜
川
・
卜
丘
日
の
両

日
、
局
良
城
跡
公
園
を
巾
心
と
し
た
比

謝
川
河
畔
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
町
罠

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

わ
し
い
り
き
り
水
遊
び
　
へ
廿
∴
′
テ
ー

マ
）
　
と
銘
打
っ
て
人
′
隼
で
．
一
．
回
目
。
内

容
も
回
を
重
ね
る
こ
と
に
充
実
し
、
町

遠
野
『
妄県

産
品
使
用
奨
励
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

た
め
、
県
内
五
十
二
市
町
村
、
五
十
七

農
協
な
ど
へ
県
産
品
使
用
奨
励
の
協
力

を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
が
、
七
円

九
日
午
前
来
庁
し
ま
し
た
。

代
表
ら
は
　
「
県
産
品
を
使
用
す
る
こ

と
は
、
県
の
産
業
振
興
意
用
の
確
保
な

ど
県
民
の
生
活
向
ヒ
に
つ
な
が
る
。
二

次
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が

県
内
企
業
も
努
力
を
し
て
い
る
。
今
後

も
公
共
工
事
の
発
注
な
ど
に
県
産
品
使

用
、
普
及
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
の

収
益
金
を
町
社
協
へ

Y
K
G
（
読
谷
・
話
手
納
ゴ
ル
フ
賓

好
仝
）
は
、
こ
の
ほ
ど
開
催
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益
金
二
．

十
万
円
を
町
社
協
へ
寄
附
。
Y
K
G
会

長
山
内
昌
治
さ
ん
は
　
「
Y
K
G
を
つ
く

っ
て
十
五
周
年
を
迎
え
、
社
会
の
一
助

に
な
れ
ば
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
を

企
画
し
た
。
四
百
名
余
の
方
が
参
加
し

て
も
ら
っ
た
。
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
七
月
六
日
町
杜
協
を
訪
れ

た。



酬広報かでな
平成2年8月1日　、一・～・り・u・■W■・一■〟〟一～■脚■一■㈱■■仰■

町民会館で講演する河野美代子先生

広報かでな　∫・〝一……・・……・・…脚…………・〝〟〟・…・∬州〟〝一　平成2年8月1日

画園囲図画囲囲
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20歳になったとき �印鑑 

（芸芸芸含笠賢と芸誓組合加入者、） 　　　　　　　　ノー 

厚生年金保険・共済組合に加入したとき　　　　　ウ �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 公的年金加入月日のメモ、健康 保険証、婚姻および扶養に在っ た年月日のメモ 

（誓芸詫言る配偶者がいる人はあわせ） 

丁子≠生年金保険・共済組合の加入をやめたとき �印鑑、年金手帳、退職年月日の メモ 

（誓芸完宝る配偶者がいる人はあわせ）　J 

第3号被保険者の配偶者が会社をどを変った �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 

とき �健康保険証、変更年月日のメモ 

（厚生年金保険＝共済組合） 

配偶者の扶養になったとき　　　　　　　　　　　　ハ �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 公的年金加入月日のメモ、健康 保険証、婚姻および扶養にをっ た年月日のメモ 

（慧讐よ…≡きゃ収入が）　　　　J 

自認芸？警‡‡是認完…三とき，　’励みニ �印鑑、本人・配偶者の年金手帳、 扶養からはずれた日のメモ 

住所、氏名が変ったとき �印鑑、年金手帳 

（住民票届け出と同時にできます） 　　　　　　　　　　　　　ーへ 

第1号・第3号被保険者が国外へ居住したと‡ き （第1号被保険者は任意加入ができます） �印鑑、年金手帳、国内協力者の 住所・氏名のメモ、パスポート など 

第1号・第3号被保険者が帰国したとき �印鑑、年金手帳、帰国年月日の 

（任意加入していた人も届け出が必要です） �わかるメモ 

誓警雷ふ票警票言誓言人と・その配偶　　pぶ �印鑑、年金手帳、受給中の年金 証書 
・J 任意加入するとき、任意加入をやめるとき �印鑑、年金手帳 

（芸買誓言書生、60歳以上65歳未満の任意） 

（注）表中、高齢任意加入者を除き、年齢は20歳以上60歳未満。

巳
闇

「
性
に
つ
い
て
」

沖
■
県
性
教
書
研
究
会
理
事
鼻

知
　
念
　
正
　
直

十
年
余
も
前
の
事
で
あ
っ
た
。
八
月

の
全
国
性
教
育
研
究
大
全
で
「
さ
ら
ば

悲
し
み
の
性
」
　
（
高
文
研
刊
）
を
手
に

し
た
。
私
と
河
野
美
代
子
先
生
と
の
間

接
的
出
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
本
は
「
性
の
真
実
を
伝
え
る
」

た
め
、
医
療
の
現
場
に
あ
ら
れ
る
産
婦

人
科
医
河
野
先
生
の
や
む
に
や
ま
れ
ず

執
筆
さ
れ
た
著
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
・
高
校
生
の
教
育
に
た
す
き
わ

る
父
母
と
教
師
に
一
度
は
読
ん
で
も
ら

い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
思
春
期
に
あ
る
若

者
は
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
ほ
し
い
内
容
で

ある。

「
こ
れ
ま
で
私
は
、
土
谷
病
院
（
広

島
県
）
で
診
療
し
っ
づ
け
る
な
か
で
、

性
教
育
の
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
傷
つ
い
た
少
女
た
ち
の
行
き

着
く
先
で
あ
る
産
婦
人
科
医
療
の
現
場

の
大
変
さ
、
事
態
の
深
刻
さ
を
わ
か
っ

て
ほ
し
い
。
傷
つ
く
前
に
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
。
た
だ
そ
の
思
い
だ
け
で
、

県
内
（
広
島
）
の
あ
ち
こ
ち
の
学
校
に

行
き
、
講
演
を
し
て
き
ま
し
た
」
と
。

今
は
テ
レ
ビ
出
演
に
、
講
演
会
に
と
日

本
の
各
地
で
「
生
命
の
尊
さ
」
を
訴
え

つ
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
が
先
生
の
麻
い

で
あ
り
、
講
演
を
な
さ
れ
る
動
機
に
も

な
っ
て
い
る
。

病
院
勤
務
の
時
間
を
ぬ
っ
て
、
と
ん

ぼ
返
り
の
わ
が
町
で
の
講
演
会
で
あ
っ

た
。
沖
縄
県
で
も
立
派
な
会
館
を
持
ち

を
が
ら
、
聴
衆
は
わ
ず
か
百
名
余
だ
っ

た
。
関
係
者
が
一
年
も
前
か
ら
取
り
組

ん
だ
具
体
的
な
計
画
と
努
力
は
、
町
民

に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
県
内
で
の
講
演
会
が

五
回
あ
っ
た
。
具
志
川
市
で
二
回
、
那

覇
市
で
二
回
、
本
部
町
で
一
回
、
い
ず

れ
も
会
場
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
聴
衆
で

あ
っ
た
。
私
は
い
ず
れ
の
会
場
へ
も
先

生
を
ご
案
内
し
た
。
「
聴
衆
の
多
い
少

な
い
は
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
前
に

私
の
話
を
聴
こ
う
と
し
て
い
る
人
が
い

る
。
そ
う
い
う
人
が
ひ
と
り
で
も
い
い

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
訴
え
つ
づ

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
命
の
大
切

さ
、
自
分
を
、
自
分
の
か
ら
だ
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
正
し
い
性
教
育

の
必
要
性
を
。
ひ
と
り
で
も
、
傷
つ
き

涙
を
流
す
少
女
た
ち
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
お
と
な
た
ち
の
若
い

世
代
へ
の
偏
見
が
少
し
で
も
変
わ
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
」
と
さ
り
げ
な
く
言
わ

れた。
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
ボ
デ
ィ
Q
＆
A
I

体
の
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
」
　
（
東
山

書
房
）
　
こ
の
本
を
去
年
八
月
二
十
八
日

本
部
町
で
の
講
演
会
を
終
え
て
先
生
か

ら
謹
呈
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
小
学
校

の
高
学
年
生
か
ら
中
・
高
校
生
に
沈
ん

で
ほ
し
い
。
各
学
校
で
二
十
冊
ほ
ど
の

ま
と
め
買
い
を
し
て
、
集
団
で
読
書
を

す
る
の
に
活
用
で
き
る
。
「
無
知
は
ど

こ
わ
い
も
の
は
な
い
。
正
し
い
知
識
を

出
来
る
だ
け
早
く
か
ら
教
え
る
こ
と
。

そ
し
て
男
も
女
も
自
分
の
体
の
こ
と
を

正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら

れた。こ
の
本
を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
自
分
の

体
は
、
か
け
が
え
の
を
い
自
分
自
身
の

も
の
で
す
。
ど
う
か
よ
く
知
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
上
で
、
自
分
自
身
を
ど
う

か
愛
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

力
強
く
生
き
抜
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
よ

／
　
r
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
】

こ
れ
を
今
後
も
生
き
て
行
く
上
で
の
基

本
的
な
姿
勢
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
」
と
若
者
た
ち
へ
の
祈
り
の
声
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

性
は
「
生
」
の
姿
で
あ
る
。
生
き
方

在
り
方
の
教
育
も
性
教
育
の
方
向
で
あ

ろ
う
。
小
学
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
に
移
行
さ
れ
る
。
教
科
書
の
内
容
も

変
わ
る
。
「
生
活
・
理
科
・
家
庭
・
道

徳
」
等
の
科
目
に
「
生
物
と
そ
の
環
境
」

の
領
域
で
人
間
そ
の
も
の
を
取
り
扱
う

学
習
が
あ
る
。
人
間
と
し
て
、
男
と
し

て
、
女
と
し
て
の
生
き
方
在
り
方
の
学

習
指
導
が
「
性
教
育
の
根
本
に
行
き
つ

く
」
こ
と
も
目
標
と
さ
れ
る
。

「
人
間
と
性
」
研
究
協
譲
合
が
あ
る
。

河
野
先
生
も
私
も
研
究
会
員
で
あ
る
。

「
男
と
女
が
女
の
体
を
大
切
に
せ
ず
、

男
の
欲
望
だ
け
を
念
頭
に
お
い
て
い
る

大
人
た
ち
の
性
こ
そ
、
若
者
の
性
の
ゆ

が
み
の
原
因
と
な
る
」
こ
の
よ
う
な
視

点
で
大
人
へ
の
性
に
関
す
る
意
識
改
革

を
促
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

河
野
先
生
の
講
演
を
対
象
別
に
聴
か

せ
た
か
っ
た
。
中
二
同
校
生
を
別
々
に

そ
し
て
一
般
対
象
の
講
演
会
と
し
て
企

画
さ
れ
る
事
も
よ
い
。
こ
れ
を
機
会
に

町
社
会
教
育
課
の
文
化
的
行
事
が
、
生

涯
学
習
の
大
き
を
輪
と
な
っ
て
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
は
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
／

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
八
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
前
年
度
の
収
入
や

八
月
現
在
の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
届
け
で
、
八
月
以
降
も
引

き
続
き
手
当
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
確
め
る
大
切
な
届
け
で
す
。

こ
の
届
け
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、

受
給
資
格
は
あ
っ
て
も
十
二
月
期
か
ら

手
当
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。

八
月
期
の
手
当
を
受
給
し
た
後
、
受

給
者
自
身
で
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
現

況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
手
当

証
書
の
裏
面
等
注
意
書
き
も
御
覧
下
さ

い
。
資
格
喪
失
や
変
更
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
す
み
や
か
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

十
八
歳
未
満
の
父
親
の
な
い
子
ど
も

等
を
養
育
し
て
い
る
方
や
一
．
十
歳
未
満

の
障
害
児
を
養
育
、
監
護
し
て
い
る
方

で
手
当
を
も
ら
っ
て
い
な
い
方
は
、
厚

生
課
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

厚
生
課
児
童
係

六
－
一
一
二
（
内
線
三
二
二
）
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第
二
十
国
中
婦
連
婦
人
の
主
張
大
会
へ

古
樹
竹
子
さ
ん
が
町
代
表
に

落
手
納
町
婦
人
会
主
催
の
第
十
六
伺

婦
人
の
主
張
大
会
が
七
月
八
日
午
後
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
区
か
ら
七
人
の
婦
人
が
発
表
に
立

ち
熱
弁
を
振
っ
た
。
町
の
代
表
に
は
西

浜
区
の
古
謝
竹
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
町
代
妾
に
選
出
さ
れ
た
古

謝
さ
ん
の
　
「
今
、
国
際
化
の
中
で
思
う

こ
と
」
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
今
、
国
際
化
の
中
で
思
う
こ
と
」

舌
　
謝
　
竹
　
子

私
は
四
十
代
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
も
う
一
度
英
語
を
勉
強
し
直
し

て
み
た
い
と
い
う
噺
望
を
抱
き
続
け
て

お
り
ま
し
た
。
末
の
息
子
が
小
学
六
年

生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
育
て
期
の

十
数
年
間
、
英
語
と
か
か
わ
っ
て
お
ら

ず
果
た
し
て
も
の
に
を
る
か
ど
う
か
心

配
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
自
分
の

人
生
に
梅
を
残
し
そ
う
で
し
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
思
い
続
け
た
一
大
決
心
を
実

行
に
移
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

英
語
の
教
室
を
持
ち
、
そ
れ
を
私
の
最

終
職
業
に
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
子
供
達
に
今
後
ま
す
ま
す
要
求

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
英
語
力
を
、
私
な
り

に
少
し
で
も
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
い
う
の
も
一
つ
の
大
き
な
願

望
で
し
た
。

英
語
を
学
ぶ
の
は
、
単
に
話
せ
れ
ば

い
い
、
書
け
れ
ば
い
い
、
成
練
が
良
く

な
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
大
切
を
こ
と
は
、
外
国
語
を
学
び

な
が
ら
、
日
本
と
外
国
の
生
活
習
慣
や

考
え
方
の
相
連
を
感
じ
と
り
、
同
じ
仲

間
な
の
だ
と
認
識
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ます。一
二
年
前
に
一
人
の
米
国
の
婦
人
と
知

り
合
い
ま
し
て
、
彼
女
が
帰
国
す
る
ま

で
の
約
一
年
半
お
つ
き
合
い
を
し
ま
し

た
。
彼
女
が
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
米
軍
基
地
の

中
に
は
お
お
ぜ
い
の
米
国
人
が
住
ん
で

い
る
が
、
彼
女
達
は
自
分
の
方
か
ら
進

ん
で
基
地
の
外
へ
出
よ
う
と
は
し
な
い
。

沖
縄
の
人
と
友
人
に
な
り
た
い
け
れ
ど

ど
ん
を
ふ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ち
を
い
。
は
る
ば
る
こ
ん
を
遠
く
ま
で

や
っ
て
来
た
の
に
、
自
分
の
殻
の
中
に

閉
じ
こ
も
る
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
だ
。
」

と
、
私
は
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
驚
き
ま

し
た
。
彼
ら
の
中
に
も
私
達
の
呼
び
か

け
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
私
は
、
外
国
人

に
近
づ
く
努
力
を
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
米
国
婦
人
は
、
沖
縄
の
こ
と
を

知
ろ
う
と
熱
心
で
し
た
。
彼
女
は
、
私

達
の
西
浜
区
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
エ

イ
サ
ー
練
習
も
始
め
ま
し
た
。
本
番
の

エ
イ
サ
ー
に
も
町
ま
つ
り
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
自
分
の
故
郷
へ
帰
る
と
き
に

彼
女
は
「
沖
縄
を
舞
台
に
し
て
小
説
を

き
く
つ
も
り
だ
」
と
話
し
て
お
り
ま
し

た。
去
っ
た
五
月
一
日
の
新
聞
紙
卜
で
、

「
堅
実
な
日
本
、
理
想
型
の
米
国
」
と

い
う
見
出
し
で
、
高
校
生
の
未
来
像
の

調
査
結
果
が
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
日

米
の
各
々
十
∵
二
校
を
対
象
に
、
「
み

を
さ
ん
が
、
三
十
歳
前
後
で
選
ん
で
い

る
可
能
性
の
高
い
職
業
は
何
で
す
か
？

ま
た
、
二
卜
歳
に
な
る
ま
で
に
〓
険
を

し
た
い
で
す
か
？
」
等
の
調
査
で
、
米

国
の
h
‖
…
校
生
は
医
者
と
か
弁
護
上
な
ど

の
自
由
業
と
い
う
回
答
者
が
多
く
、
こ

れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
中
小
企
菜
の

従
業
H
と
回
答
し
た
学
生
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
日
日
険
に
つ
い
て
も
、
米
国

の
学
生
に
「
非
常
に
強
く
思
う
」
が
、

日
本
の
学
生
の
一
．
倍
近
く
も
お
り
ま
し

た
。
特
に
米
国
の
女
性
が
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
し
た
。
惜
熱
を
傾
け
た
い
希

望
の
対
象
で
も
、
日
本
が
ス
ポ
ー
ツ
分

野
と
最
も
商
い
の
に
対
し
、
米
国
は
学

問
や
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
の
分
野
と
答
え

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
日
本
の
若
者

が
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
関
心
を

持
ち
、
社
会
性
に
乏
し
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
日
米
の
ご
く
一
部
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
み
ん
な

に
当
て
は
ま
る
と
い
う
の
で
は
な
い
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
私
が
仕
事
の
関
係

で
面
識
の
あ
る
外
国
人
を
見
て
い
ま
す

と
、
確
か
に
彼
ら
は
夢
を
大
き
く
持
っ

て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

敵
近
、
社
会
惜
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
の
富
庭

や
職
場
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
。
物
も

豊
富
に
な
り
、
官
庭
で
の
生
活
も
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
世
界
が
狭
ば
ま
れ
、

普
遠
く
に
存
在
し
て
い
た
国
々
が
、
す

ぐ
私
達
の
隣
に
あ
る
よ
う
な
感
じ
さ
え

し
ま
す
。
私
達
白
身
が
外
国
に
行
き
、

そ
こ
の
人
々
と
つ
き
合
う
機
会
は
な
く

て
も
、
逆
に
留
学
や
仕
事
や
そ
の
他
の

関
係
で
こ
ち
ら
で
鐸
ら
し
て
い
る
外
国

人
と
出
合
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
私
達
の
子
供
達
に
は

ど
こ
の
国
の
人
と
も
対
応
で
き
、
活
躍

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ます。国
際
化
さ
れ
て
い
く
社
会
の
中
で
、

地
域
の
子
供
達
が
将
来
の
希
望
を
大
き

く
持
て
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
と
同
時

に
私
達
母
親
も
井
の
中
の
蛙
に
な
ら
ぬ

よ
う
外
に
目
を
向
け
て
学
ぼ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
国
内
だ
け
で

な
く
、
世
界
中
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
子

供
達
の
た
め
に
も
、
一
人
▲
人
の
婦
人

が
勇
気
を
出
し
て
地
域
の
活
動
へ
横
棒

的
に
参
加
し
視
野
を
広
げ
る
よ
う
と

も
ど
も
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

んか。

河
野
美
代
子
先
生
の
性
教
育

講
演
会
に
つ
い
て
思
う

社
会
教
育
委
員

上
運
天
次
郎

去
っ
た
平
成
二
年
七
月
十
五
日
（
日
）

町
民
会
館
で
性
教
育
に
つ
い
て
の
お
話

が
二
時
間
に
わ
た
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
す
ぼ
ら
し
い
お
話
で
産
婦

人
科
医
の
医
者
が
、
実
社
会
の
生
々
し

い
報
告
等
も
ま
ぜ
て
の
も
の
で
し
た
。

私
六
十
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も

思
う
に
勉
強
に
終
わ
り
を
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
も
い
ろ
い
ろ
読
み
ま
し
た

が
、
こ
の
講
演
会
で
も
拾
う
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
ど
も
を

育
て
て
い
る
世
の
お
母
さ
ん
達
、
こ
う

い
う
機
会
が
あ
る
の
に
何
故
き
い
て
、

こ
ど
も
の
宮
庭
教
育
に
投
手
・
て
な
い
だ

ろ
う
か
。
忙
し
い
、
知
ら
な
か
っ
た
等

い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

今
後
は
多
い
に
参
加
し
て
お
母
さ
ん
と

し
て
の
知
識
を
磨
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す。
集
ま
っ
た
人
が
少
な
い
の
に
は
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
町
全
体
的
な

行
事
は
ど
の
団
体
で
あ
ろ
う
が
、
町
役

場
に
報
告
さ
せ
て
そ
こ
で
情
報
を
提
供

し
て
、
関
係
者
が
期
日
の
調
整
を
す
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
る
町
民
は

困
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

た
い
へ
ん
す
ぼ
ら
し
い
講
演
会
で
し

た
の
で
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た

く
て
筆
を
と
り
ま
し
た
。

講
演
を
聞
い
て

社
会
教
育
委
員

知
念
登
喜
子

久
し
ぶ
り
に
す
ぼ
ら
し
い
講
演
を
聞

き
感
動
し
て
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
ん
な
に
い
い
お
話
や
映
画
を
多
く
の

方
に
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
と

て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
せ
め
て
中

高
校
生
と
小
学
生
以
下
の
子
を
持
つ
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
方
に
ぜ
ひ
見
て
も
ら

い
た
い
、
聞
い
て
も
ら
い
た
い
講
演
で

した。こ
の
種
の
講
溝
を
こ
れ
ま
で
に
何
度

か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
こ

う
い
う
と
き
ど
う
指
攫
す
る
か
、
ど
う

説
明
し
て
あ
げ
る
か
」
と
い
う
疑
問
を

解
決
し
て
く
れ
る
よ
う
な
お
話
し
が
聞

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
教
え
て
は
し

い
、
村
心
部
分
を
ず
ば
り
答
え
を
出
し

て
下
さ
る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

河
野
美
代
子
先
生
は
、
さ
す
が
現
役

の
産
婦
人
科
の
お
医
者
さ
ん
で
い
ち
し

て
、
先
生
の
病
院
で
の
臨
床
例
を
あ
げ

て
の
お
話
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
ら

れ
た
映
画
は
す
ご
い
も
の
で
し
た
。
子

供
を
持
っ
て
い
る
親
だ
け
で
な
く
み
ん

な
で
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供

を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
指
導
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
社

会
教
育
課
の
方
た
ち
、
入
域
舌
が
少
を

い
こ
と
に
大
変
気
を
も
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ビ
デ

オ
を
取
っ
て
あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で

参
加
し
な
か
っ
た
方
た
ち
に
P
T
A
を

灸
藷
・
接
波

野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
と

糸
満
マ
ギ
ー

昔
、
野
回
付
に
ハ
ー
チ
ャ
ー
と
い
う

大
力
男
が
い
た
と
い
う
。
糸
満
マ
ギ
ー

と
い
う
こ
れ
ま
た
大
力
無
双
の
男
が
い

て
、
あ
る
日
力
試
し
に
サ
バ
二
を
か
つ

い
で
野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
を
尋
ね
て
き
た
。

そ
し
て
サ
バ
二
を
門
の
前
に
置
い
て
待

っ
て
い
た
そ
う
な
。

野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
の
妻
は
早
速
そ
の

こ
と
を
畑
へ
行
っ
て
い
る
夫
に
知
ら
せ

た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
ハ
ー
チ
ャ
1

は
、
イ
ー
ザ
イ
で
牛
を
か
つ
い
で
門
を

ふ
さ
い
だ
サ
バ
二
を
ま
た
が
っ
て
屋
敷

へ
入
っ
て
き
た
の
で
、
糸
満
マ
ギ
ー
は

そ
の
剛
力
に
び
っ
く
り
し
て
サ
バ
二
も

お
き
ざ
り
に
し
て
逃
げ
帰
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

あ
る
時
、
本
部
の
力
持
ち
と
い
う
弟

が
野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
と
力
試
し
に
や
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
当
の
野
国
ハ
ー
チ

ヤ
ー
は
留
守
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ハ
ー

チ
ャ
ー
の
父
親
日
く
「
ハ
ー
チ
ャ
ー
が

帰
る
ま
で
庭
の
力
石
で
も
持
っ
て
遊
ん

で
お
き
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
、
い
く
ら

探
し
て
も
力
石
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た

の
で
、
ど
こ
に
も
力
石
は
な
い
と
そ
の

男
が
い
っ
た
。
そ
の
時
、
父
親
が
示
し

た
躾
の
よ
う
を
大
石
を
見
て
び
っ
く
り

仰
天
し
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
逃
げ
帰
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
力
持
ち
の
男
が
野
国
ハ

ー
チ
ャ
ー
と
力
試
し
に
尋
ね
て
き
た
の

で
ハ
ー
チ
ャ
ー
は
、
三
〇
〇
斤
余
り
も

か
か
る
タ
バ
コ
盆
を
片
手
で
差
し
出
し

た
の
で
、
如
何
に
野
国
ハ
ー
チ
ャ
ー
が

聞
き
し
に
勝
る
剛
力
だ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
恐
れ
を
な
し
て
逃
げ

て
し
ま
っ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。

素
手
納
町
史

資
料
編
2
民

俗
資
料
よ
り

ど
の
集
会
で
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

河
野
美
代
子
性
教
育
講
演
会
の
ビ
デ

オ
及
び
録
音
カ
セ
ノ
ト
テ
ー
プ
と
「
子

ど
も
た
ち
へ
」
の
ビ
デ
オ
（
五
十
五
分
）

を
清
人
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
借
用
希

望
の
方
は
社
会
教
育
課
へ
申
込
み
下
さ
い
。

T

E

L

　

六

－

一

一

一

一

（
内
線
三
七
九
）

町
民
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

嘉
手
納
地
区
交
通
安
全
協
会
広
報
車

が
新
車
に
′
●
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夏
パ
テ
を
の
り
き
ろ
う
′
●

う
だ
る
よ
う
を
連
日
の
暑
さ
と
、
ジ

ト
ジ
ト
し
た
湿
気
で
食
欲
不
振
、
積
れ

や
す
い
、
不
眠
、
体
重
減
少
を
ど
…
…

こ
の
時
朋
を
ど
う
の
り
き
ろ
う
か
と
悩

ん
で
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す。
気
温
が
一
．
▲
1
．
度
以
仁
だ
な
る
と
、
ビ

タ
ミ
ン
臥
や
ビ
タ
ミ
ン
C
の
消
鷺
が
h
‖
…

ま
り
ま
す
。
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
軌
や
C
が

不
足
す
る
と
食
談
が
落
ち
た
り
、
積
れ

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
と
は
ー
．
三
日
っ

て
も
、
ビ
タ
ミ
ン
臥
や
ビ
タ
ミ
ン
C
だ

け
を
摂
取
し
て
む
け
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
軌
や

ヒ
タ
ミ
ン
C
の
代
謝
が
円
滑
に
い
く
た

め
に
は
、
そ
の
他
の
ビ
タ
ミ
ン
や
栄
遵

素
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
車
の
中
で
、
不
足
し
が
ち
な
ビ

タ
ミ
ン
を
充
分
と
る
よ
う
に
心
か
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
■
。
食
車
を
充
分
と
ら

ず
に
ヒ
タ
ミ
ン
剤
だ
け
を
飲
ん
で
い
て

も
、
夏
パ
テ
肪
止
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

～
夏
パ
テ
防
止
作
戦
～

そ
の
I

l
　
寝
冷
え
を
し
な
い
。

2
　
食
事
ぬ
き
を
し
た
り
、
偏
っ
た

食
事
を
し
な
い
。

3
　
冷
た
い
も
の
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

4
　
睡
眠
不
足
を
し
な
い
。

そ
の
Ⅱ

※
ビ
タ
ミ
ン
臥
、
ピ
タ
ミ
ン
C
の
多
い

食
品
を
充
分
に
と
ろ
う
。

○
ビ
タ
ミ
ン
臥
の
多
い
も
の

枝
■
鼠
、
胚
芽
米
、
豚
肉
、

レ
ハ
1
こ
悪
ど

0
ビ
タ
ミ
ン
C
の
多
い
も
の

新
鮮
な
野
菜
へ
に
が
う
り
、
ピ

ー
マ
ン
な
ど
）
、
果
物

そ
の
Ⅲ

1
　
即
を
使
う
。

俳
は
あ
ぶ
ら
り
二
さ
を
消
す
だ

け
で
な
く
消
化
溝
の
分
泌
を
高

め
、
食
紙
を
増
進
L
i
i
l
化
吸
収

を
促
し
ま
す
。

野
菜
や
肉
の
多
く
入
っ
た

例
冷
し
中
華
、
境
ぎ
ょ
う
ざ

カ
レ
ー
な
ど

2
　
ス
パ
イ
ス
を
使
う
。

ス
パ
イ
ス
も
酢
と
同
様
な
働
き

を
し
ま
す
。

さ
し
み
に
は

し
ょ
う
が
、
わ
さ
び

天
ぷ
ら
に
は

大
根
お
ろ
し

み
そ
汁
に

ヒ
昧
唐
辛
子
を

住
民
無
視
の
弔
事
演
習
に
対
し
、
「
も

・
）
我
慢
で
き
な
い
」
　
と
町
・
町
議
会
・

町
域
地
対
策
協
議
会
か
に
催
、
L
日
．

卜
．
日
下
後
、
町
役
場
舶
車
場
に
ム
い

て
怒
り
の
抹
議
某
会
を
開
催
し
た

L
百
∵
「
L
日
か
ら
米
岬
の
O
R
－

∴
付
利
態
勢
監
察
）
講
習
で
昆
夜
の
別

な
′
、
激
し
い
爆
音
が
続
き
、
町
民
の
安

眠
は
妨
げ
ら
れ
町
民
の
生
活
は
撫
城
に

も
破
壊
さ
れ
、
町
民
の
忍
耐
L
棋
界
に

逢
し
た
。
▲
九
ヒ
二
隼
に
B
5
2
戦
略
爆

撃
機
か
入
牢
百
．
．
．
機
も
飛
来
し
て
以
来

卜
八
年
ぶ
り
の
町
民
大
全
は
、
町
民
牛

活
に
苦
し
い
被
雷
を
及
は
し
て
い
る
航

空
機
騒
汗
、
基
地
被
吾
を
速
や
か
に
除

よ
し
人
間
と
し
て
生
活
で
き
る
環
境
権

回
復
の
た
め
に
、
全
て
の
軍
弔
演
習
に

反
対
し
O
R
－
演
習
の
即
時
中
止
を
求

め
た
大
会
決
議
を
採
択
し
た
。

入
会
で
七
日
浜
町
長
は
、
「
世
界
は
デ

タ
ン
ト
に
向
か
っ
て
い
る
巾
で
、
基
地

冠
憑
r
間
組

n

※
七
月
二
十
日
の
午
前
九
取
三
十
五
分
か
ら
十
時
八
分
の
間
に
九
十
ホ
ー
ン
以
上
が
六
十
六
回
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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史
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．
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．
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J
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日
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八
日
　
目
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日
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∴
‖
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目
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日
　
日
　
0
n
U
　
日
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目
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．
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r
い
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．
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．
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／
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∵
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＝
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．
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‥
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．
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日
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こ
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∴
　
日
．
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∵
　
日
ソ

r
J
　
「
〓
　
「
J
 
r
H
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d
U
、
．
U
、
h
U
　
6
　
点
じ
　
点
U

3
、
て
り
　
n
J
　
つ
り
　
3
　
3
　
3
　
J
J
　
3
　
3
　
3

貼
9
5
叶
l
醐
肥
帥
粧
8
3
＊

・
・
リ
　
r
H
．
．
r
n
　
【
－
　
只
U
 
n
r
l
　
‖
t
 
l
　
り
】
　
3

日
J
　
3
　
リ
J
　
つ
1
■
　
つ
J
　
3
　
1
．
1
　
1
　
■
．
リ
　
1

1
　
1
、
h
U
 
l
－
　
n
U
　
ハ
リ
ー
9
　
9
　
9

9
リ
ハ
ホ
　
只
U
史
U
 
U
U
 
q
U
　
良
い
良
い

J
I
5
己
U
 
l
′
e
U
9
　
0

1
　
り
】
　
つ
り
　
。
l
 
r
日
工
U

1
　
1
　
一
・
一
－
「
　
4
t
　
■
つ
て
一
．
L
■
▼
．
勺
■
　
一
」
り

9
0
⊥
　
u
J
 
p
 
u
J
　
リ
9
9
　
日
い

1
り
】
　
3
1
　
「
n
　
6
　
【
－
Q
U
‥
リ

の
町
民
生
活
に
及
は
す
彬
間
は
復
帰
前

と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。
二
カ
H
に
．

回
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ー
リ
ー
前
田
∵
云
′

隼
に
入
っ
て
二
回
）
　
に
続
き
、
今
度
は

O
R
l
演
習
と
基
地
の
周
り
に
町
は
が

住
ん
で
い
る
こ
と
を
ポ
＝
走
す
る
か
の
よ

う
な
講
習
が
行
わ
れ
る
。
も
う
我
慢
が

で
き
な
い
。
一
日
も
早
′
、
本
当
の
平
和

の
中
で
猫
せ
る
嘉
手
納
町
を
実
現
す
る

た
め
頑
張
ろ
う
」
　
と
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
、
i
l
〃
謝
世
徳
副
議
長
、
町
基
地
対
策

協
議
会
松
堂
忠
明
会
長
は
、
「
町
民
が

犠
牲
に
な
る
の
は
我
慢
で
き
な
い
」
「
一
▲

卜
‖
午
前
．
∴
時
こ
ろ
、
ひ
ど
い
爆
音
に

起
さ
れ
た
ゥ
町
民
の
生
活
を
破
壊
す
る

殺
人
的
煤
井
は
許
せ
な
い
」
　
と
怒
り
を

あ
ら
わ
に
し
た
。
ま
た
、
L
原
礫
助
衆

議
院
議
日
も
か
け
つ
け
　
「
人
間
ら
し
い

生
活
局
鳩
を
取
り
．
尻
す
た
め
、
町
民
の

．
人
と
し
て
国
会
内
外
で
頑
張
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
、
町
比
を
激
励
し
た
。
こ

の
あ
と
、
町
帰
入
会
宮
城
巳
知
ナ
会
長

は
沖
縄
の
方
J
で
怒
り
を
表
し
　
「
日
本

政
府
二
外
務
れ
）
の
役
人
に
こ
の
実
態

を
体
験
さ
せ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
、

苫
瞑
り
二
を
つ
か
ま
え
て
き
て
こ
の
実

態
を
見
せ
る
こ
と
だ
」
　
日
本
政
府
に
拭

議
に
行
き
た
い
」
。
次
い
で
、
町
連
合

＃
年
会
仲
村
渠
康
栄
会
長
は
　
「
町
民
の

生
清
に
苦
し
い
悪
影
咽
け
を
及
は
す
い
っ

さ
い
の
講
習
に
反
対
し
よ
う
」
　
と
そ
れ

ぞ
れ
の
宣
場
か
ら
軍
中
浦
円
に
糾
し
て

怒
り
を
表
明
し
た
。

大
会
は
日
収
後
に
　
「
全
て
の
軍
容
前
習

に
反
対
し
、
O
R
I
の
即
時
中
止
を
要

求
す
る
」
大
会
決
議
を
採
択
し
た
「

↓
Q
L

に
も
か
か
か
ら
㌻
、
古
ハ
夏
日
し
㌧
1
た

る
よ
う
な
井
さ
か
純
′
、
小
、
さ
ー
り
い
ト
は

世
邦
か
叩
縮
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
小

で
、
ぷ
加
手
的
鳩
地
の
「
1
5
の
み
な
－
h

㌻
日
日
在
県
一
．
．
沢
基
地
の
「
1
6
、
7
ィ

リ
ヒ
、
／
、
ケ
ラ
ー
ツ
基
仙
請
卜
1
∴
／
∵

ン
ト
ム
機
を
と
が
人
…
乍
根
来
し
、
持
在

の
別
な
く
投
入
的
煤
け
料
ま
き
散
、
・
）
L

O
R
I
　
こ
け
刺
態
勢
酢
皿
察
）
訓
練
を
墨

施
す
る
こ
と
は
私
た
ち
町
民
を
は
じ
め
、

世
禅
の
い
久
平
和
を
桝
う
全
人
類
へ
の

挑
軌
で
あ
り
、
決
し
て
容
認
で
き
る
し

の
で
は
な
い
‖
ん

よ
り
で
、
私
通
は
町
民
生
清
に
苦
し

い
鞍
宜
＝
を
及
は
し
て
い
る
航
空
機
騒
晋

を
は
し
め
、
魅
地
紘
宜
＝
を
速
や
か
に
除

上
す
る
と
と
し
に
平
和
を
帝
求
し
、
人

間
と
し
一
し
生
活
で
き
る
環
境
権
回
〃
視
の

た
め
、
セ
て
の
軍
車
演
習
に
反
対
し
O

R
－
演
習
の
即
時
小
山
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
る
U

右
決
議
す
る
ノ

平
成
二
年
七
月
∴
卜
．
‖

抗

議

町

比

大

会

催
ち
ょ
い
町
を
創
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も
う
我
慢
で
き
な
い
〃

米
軍
演
習
へ
怒
り
の
町
民
大
会

～
七
月
二
十
t
日
～

五
全
決
議
一

今
や
世
舛
情
勢
は
、
石
墨
に
緊
張
緩

和
の
時
代
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
通
＃
手

酌
町
民
は
戦
後
凹
卜
四
年
余
に
わ
た
り

お
手
納
基
地
か
ら
各
種
の
基
地
被
害
を

も
ろ
に
受
け
続
け
て
い
る
。
と
り
わ
け

昼
夜
の
別
な
く
生
ず
る
航
空
機
短
音
は

町
民
の
心
身
を
蝕
む
ば
か
り
で
は
な
く

生
活
環
悦
を
破
壊
し
、
日
常
生
活
を
著

し
く
混
乱
さ
せ
平
穏
を
願
う
町
民
の
忍

耐
も
眼
界
を
越
え
て
い
る
。

私
達
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
度
と
な
く

そ
の
改
旅
策
を
強
く
求
め
、
現
地
米
軍
、

日
本
政
府
及
び
関
係
機
関
に
対
し
要
請
、

抗
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

今
だ
に
抜
本
的
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
達

町
民
の
生
泊
を
完
全
に
無
視
す
る
も
の

で
あ
り
、
憤
り
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
最
中
、
昨
年
十
山
H
、

本
年
二
月
、
四
月
、
五
月
に
か
け
て
ロ

ー
リ
ー
演
習
が
昼
夜
に
わ
た
り
英
施
さ

れ
、
町
民
は
騒
音
地
獄
さ
な
が
ら
の
中

で
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
即
時

中
止
要
請
を
行
っ
て
き
た
ば
か
り
で
あ

農
地
の
転
用
に
は

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
／

～
農
地
の
無
断
転
用
を
な
く
そ
う
～

農
地
は
、
人
々
の
生
命
を
支
え
る
大
切
な
食

料
を
生
産
す
る
県
民
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
農
地
が
、
無
断
転
用
な
ど
で
つ
ぶ
さ
れ

た
り
、
荒
ら
さ
れ
た
り
す
る
と
、
地
域
の
農
業

や
農
相
の
健
全
な
発
展
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
を
宅
地
な
ど
に
転
用
し
、

農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
と
き
は
、
農
地

法
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
県
知
事
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
無
断
で
農
地
を
転
用
し
ま
す
と
、
法

律
違
反
と
な
り
現
状
回
復
を
命
じ
ら
れ
た
り
、

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
農
業
委
員

会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。嘉
手
納
町
農
業
委
員
会

沖
縄
県
農
業
会
議

「
農
地
無
断
転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
」

（
平
成
二
年
八
月
一
日
～
三
十
一
日
）

御
存
知
で
す
か

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

○
こ
の
制
度
は
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・

研
究
振
興
基
金
法
に
基
づ
く
公
的
制
度
で
す
。

○
制
度
の
仕
組
み
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

及
び
請
求
用
紙
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
基
金

総
務
部
企
画
課
相
談
係

〒
一
七
〇
　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

三
上
－
一

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
六
〇
　
二
六
階

m
〇
三
－
九
八
八
－
二
一
〇
二
代
表
）

詩
吟
会
員
募
集
中

あ
と
十
名
ま
で
　
（
男
女
）

抱．．毎
嘉
手
納
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

※
投
票
日

平
成
二
年
九
月
二
十
三
日
㈱

※
告
示
日

平
成
二
年
九
月
十
八
日
的

摘
楓

文
部
大
臣
認
可

社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院

八
紘
岳
風
合
　
沖
縄
支
部

詩
吟
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
と
　
き
　
月
四
回
（
毎
週
火
曜
日

午
後
七
‥
三
〇
～
九
‥
三
〇
ま
で
）

○
と
こ
ろ
　
募
手
納
町
中
央
公
民
館
二
階
会
議
室

○
連
絡
先
＝
比
謝
川
詩
吟
の
会

六
－
二
〇
六
二

支
部
長
　
伊
礼
　
文
栄

※
委
員
の
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

S
　
嘉
手
納
町
に
住
所
を
有
す
る
者
。

0
0
　
年
齢
が
満
2
0
才
以
上
の
者
で
、
1
0
7
－

ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務
を
年
間
6
0

日
以
上
営
む
者
で
あ
る
こ
と
。

M
　
農
業
委
員
会
の
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
者
。

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会

八
月
二
十
八
日
的
午
後
三
時

町
役
場
二
階
中
会
議
室

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
又
は
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

℡
六
－
二
　
二
（
内
線
三
六
三
、
二
二
四
）

丸
型
郵
便
ポ
ス
ト

町
内
雨
小
学
校
へ
贈
る

～
嘉
手
納
郵
便
局
～

嘉
手
納
郵
伸
局
は
、
昭
和
六
十
二

年
ま
で
三
十
五
年
間
町
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
丸
型
郵
便
ポ
ス
ト
を
六
月

二
十
二
日
に
屋
良
小
学
校
へ
、
二
十

六
日
に
は
毒
手
納
小
学
校
へ
寄
贈
し

た。

三
十
五
年
間
の
歴
史
が
き
ざ
ま
れ

た
郵
便
ポ
ス
ト
は
、
投
入
口
は
閉
じ

ら
れ
て
今
後
は
教
材
と
し
て
、
資
料

と
し
て
役
立
っ
て
い
く
。
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嘉手納町役場　保健術生課

℡6－1111（内）252

日 �曜 日 �内　　容 �時　間 �場　所 �拝　当　者 

釘16 �木 �擁　体　教　室 �午前 10：00 ～11：30 �欄　祉 センター �町　　　　民 

8／20 �月 �安産学級t3I �午後 1：誠 一4：00 �橿　祉 センター �妊　産　婦 

8／21 �火 �上区土田檎診 結果説明 �午前 9：30 ～3：30 �上区自治会 事務所 �上　区　区　民 

8／23 �木 �撫　体　教　書 �午前 10：（氾 ～11：30 �橿　祉 センター �町　　　　民 

／ 8／27 �月 �安産学緩㈲ �午後 l：30 －4：00 �橿　祉 センター �妊　産　婦 

8／29 �水 �3i兄書診 �午後 1●30 �橿　　祉 �昭和61年 昭和62年 
～2：30 �セ　ン　ター �12月、1月生 

8／卸 �木 �♯　体　教　室 �午前 10：00 ～11：30 �橿　祉 センター �町　　　　民 

9／6 �木 �母子推進Å 定　例　会 �午後 2：00 ～4：α） �打　殺　1 �母子保健推進員 

擁　体　教　室 �午前 10：00 ～11：30 �福　祉 センター �町　　　　民 

9／12 �水 �はしか予防接種 �午後 1：20 －1：50 �福　祉 センター �膚1歳～ 　3主夫ホ 
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編集と発行
莞　行　事手納lT役場
■　集　企画渉外課広報係

▼抽一02

井手納町字書手納588番地
廿0989516ト1111

（内線331）

印刷：株式会社城野印刷所

第237号

甘広報や、で令

7月1日現在の人口

世帯　数 �男　　子 �女　　子 �計 
東　　区 �735 �1．353 �1．285 �2．638 

上　　区 �420 �722 �758 �1，480 

中　　区 �392 �661 �654 �1．315 

北　　区 �638 �971 �1．083 �2，054 

両　　区 �557 �806 �866 �1．672 

西　　区 �585 �961 �1，026 �1．987 

西浜　区 �761 �1．499 �1．492 �2．991 

l† �4．088 �6．973 �7，164 �14，137 

●もう我慢できない．（′

米軍漬智へ怒りの町民大会
●「今、国際化の中で思うこと」
●国民年金だより

●第3回You・遊・比謝川

●県産品を愛用しよう／
●寄　稿
●民書舌・伝呪
●夏パテをのりきろう／

●お知らせ

標語：みんなで広げよう　ボランティアの摘

ヽ
　
　
給
食
時
間
の
鐘
が
鳴
っ
た
。
い
つ
も

六
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、
給

食
の
準
蘭
を
手
伝
う
給
食
風
景
。
今
日

は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
い
っ
し
ょ

の
給
食
だ
。
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
洋

風
ぞ
う
す
い
、
サ
ケ
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー

ス
か
け
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
オ
レ
ン
ジ

に
ミ
ル
ク
。
親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
は
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
親
子
が
同

じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
。
「
お
い
し
い
ね
」

と
会
話
を
か
わ
し
な
が
ら
、
児
童
も
父

母
も
楽
し
そ
う
。
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い

光
景
だ
。
こ
れ
は
、
屋
良
小
学
校
一
年

生
と
そ
の
父
母
の
親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
。

親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
は
初
め
て
の
試
み

だ
と
い
う
。
そ
の
日
は
、
金
城
明
助
役
、

池
原
正
夫
収
入
役
、
仲
宗
根
朝
信
教
育

長
も
参
列
し
た
。
給
食
後
は
、
学
校
、

父
母
、
行
政
側
が
今
後
の
教
育
、
給
食

の
間
穏
等
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

会
員
の
親
睦
を
深
め
た

第
八
回
嘉
手
納
町

商
工
会
運
動
会

六
月
二
十
四
日
、
毒
手
納
小
・
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
商
工
会
会
員
の
運
動
会

が
行
わ
れ
た
。
会
員
の
家
族
も
参
加
し

午
前
十
時
か
ら
開
会
式
、
準
備
体
操
の

後
、
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

競
技
は
、
競
走
、
リ
レ
ー
、
砂
袋
運

び
競
争
、
ケ
ツ
庄
測
、
二
人
三
脚
、
つ

な
ひ
き
、
玉
入
れ
兢
争
、
パ
ン
食
い
競

争
な
ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
会
員
の

親
睦
を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

▲
■
■
』
1

0
新
着
団
雷

・
ス
ポ
ー
ツ
大
事
典

・
竹
久
夢
二
全
集
5
8
着

・
事
例
地
方
自
治
1
2
着

・
日
本
の
名
随
筆
7
5
巻

，
現
代
の
民
話
戟
争
っ
て
を
あ
に
7
着

・
お
は
な
し
で
て
こ
い
2
着

・
ワ
ル
の
ぼ
け
っ
と
（
灰
谷
健
次
郎
）

●
ふ
と
っ
た
き
み
と
や
せ
た
ぼ
く

（
長
崎
源
之
助
）

●
モ
チ
モ
チ
の
木
も
の
が
た
り

・
花
咲
き
山
も
の
が
た
り

（
斉
藤
隆
介
）

・
先
生
の
お
と
お
り
だ
い（

中
野
み
ち
子
）

※
現
代
の
民
話
戦
争
っ
て
な
あ
に
シ
リ

ー
ズ
の
特
長

「
人
間
が
人
間
で
な
く
な
る
こ
と
」

今
な
お
影
を
お
お
う
戦
争
の
傷
あ
と

を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
ー

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
む
な
し
さ
、

悲
惨
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
諮

り
つ
い
で
い
こ
う
と
す
る
、
平
和
を

守
る
た
め
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
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